
令和４年度 　　　　　甲西高等学校　学校評価

本年度の重点目標

中間評価(10月)
自己評価 自己評価 学校関係者評価

学校の教育目標、目指す生徒像等に基づき、教職員が連携し魅力ある学校づくりに取り組んでいる。 Ｂ Ｂ Ａ
学校運営協議会の設置等、保護者および地域と連携した学校経営を進めている。 Ｂ Ｂ Ａ
基礎学力の定着と思考力等の育成を図るため、生徒に分かる授業の実施等、授業の方法や内容を工夫している。 Ｂ Ｂ Ｂ
「総合的な探究の時間」の取組等を通じて生徒が主体的に学びに向かう態度の育成に努めている。 Ｂ Ｂ Ａ
基本的な生活習慣や、挨拶の励行等社会の基本的なマナーが身につくように指導を行っている。 Ｂ Ｂ Ａ
いじめを絶対に許さない学校づくりに取り組んでいる。 Ｂ Ｂ Ａ
学習意欲の向上や進路意識の高揚を図るための取組の充実や情報提供に努めている。 Ｂ Ｂ Ａ
生徒一人ひとりの希望進路実現のため、きめ細かな進路指導を推進している。 Ｂ Ａ Ａ
文武両道を目指して、部活動の充実を図っている。 Ｂ Ｂ Ａ
生徒会活動など特別活動の充実を図り、生徒の主体的な活動を推進している。 Ｂ Ｂ Ａ
図書館新聞の発行等を通じて図書や図書館に関する情報を発信し、読書を奨励している。 Ｂ Ａ Ａ
教科の学習や特別活動等に必要な資料を収集し、図書館の教育活動への利用を推進している。 Ｂ Ｂ Ｂ
生徒の健康管理と病気の予防に努め、危機管理を適切に行っている。 Ｂ Ｂ Ａ
健康・安全に対する意識の向上のために、「ほけんだより」等を通じて情報提供に努めている。 Ｂ Ｂ Ａ
あらゆる教育活動の中に人権教育の観点を取り入れ、生徒の人権意識の向上に努めている。 Ｂ Ｂ Ａ
個々の生徒に適切な支援が行えるようカウンセリング等教育相談体制の充実に努めている。 Ｂ Ａ Ａ

９　環境教育 日常的な清掃指導を通して美化意識を高めるとともに、教科指導等で環境保全に対する意識の啓発に努めている。 Ｂ Ｂ Ｂ
学習環境の整備に努め、安全で清潔な環境の保持に努めている。 Ｂ Ｂ Ｂ
生徒の個人情報の管理が適切に行われている。 Ｂ Ａ Ａ
地域学習や地域でのボランティア活動の推進など地域に根ざした学校づくりに努めている。 Ｂ Ｂ Ｂ
ホームページ等を活用し、教育活動や学校生活の情報等を生徒・保護者・地域に提供している。 Ｂ Ｂ Ｂ

学校のＵＲＬ： http://www.kosei-h.shiga-ec.ed.jp/

　　　・ＡＢＣＤの基準については、評価項目の内容が、十分に達成できた場合（達成度80％以上）はＡ、おおむね達成できた場合（達成度60％以上80％まで）

10　事務・管理

11　その他 　　学校の取組み

（注）・評価表の見方：　６月　学校の教育目標に基づいた重点評価項目の公表
　　　　　　　　　　　１０月　中間評価（自己評価）の公表（８月までの教育活動に対する中間評価）ＡＢＣＤの４段階評価で示す。
　     　　             ３月　総合評価（自己評価・学校関係者評価）の公表（年間の教育活動に対する総合評価) ＡＢＣＤの４段階で示す。
      ・自己評価は教職員による評価。学校関係者評価は、保護者・学校評議員等より構成された評価委員会等が自己評価の結果について評価することを基本として行う評価。

８　人権教育

【目指す生徒像】
「学習と部活動、学校行事などに全力で取り組み、確かな学力と豊かな心を身につけ、自分の夢に向かって主体的にチャレンジする生徒」
「他者への思いやりの心や社会性を身につけ、将来地域のリーダーとして社会に貢献できる生徒」
【努力目標】
　１　全職員生徒の協力体制の確立と保護者・地域との連携　　　２　基礎学力の向上と、積極的自発的学習態度の育成    ３   生徒の自覚の上に立った生徒指導の徹
底
　４　生徒の希望・能力・適性に応じた進路指導の徹底　　　　　   ５  部活動の振興と生徒の自主的な活動の尊重　　　       ６　心身の健全な発達と健康管理・安全教育
の徹底
　７　人間尊重の教育の推進と人権教育の促進　　　　　             ８　SDGs（持続可能な開発目標）に基づいた取組の検討

領　域 重　点　評　価　項　目 総合評価（３月）

１　学校経営

２　学習指導

３　生徒指導

４　進路指導

５　特別活動等

６　学校図書館

７　保健・安全指導

http://www.kosei-h.shiga-ec.ed.jp/


自由記述で多くいただいたご意見・質問について、お答えします。

意見 返答

・行事の日程や提出書類の締め切り日をしらせてほし
い。

保護者に係る予定については文書で連絡をしています。また一部の文書については確認のためメール
でも連絡をしています。次年度もできるかぎり、メール等でも連絡をするよう努めます。

・生徒への宿題を増やしてほしい。積極的にタブレッ
トを活用し、行事等の出欠確認や日程連絡にも活用し
てほしい。

予習や課題を含めて宿題については適量を出しています。タブレットを活用した学習については、活
用方法を教員で研修・共有し、現在の１年生から進めています。行事等の出欠確認・日程連絡につい
てもWeb で実施を検討していきます。

・ホームページでの情報がほしい ＨＰでの学校行事・学年行事・部活動等の情報の発信に努めます。

・コロナによって修学旅行の行き先が変更になったの
が残念である

当時の感染状況や行動制限等、条件の厳しい中での実施となりました。行き先・日程等について生徒
たちの思いに十分には応えられず、率直に残念な思いも残っていますが、旅先での生徒たちの笑顔に
は救われる思いでした。

・進学補習もっとしてほしい。
７限授業の日が増加し時間が限られています。できるだけ時間を増やしていますが、さらに検討して
いきます。

・進路サポートが不十分である。 学年と連携して、さらに寄り添っていきたいと思います。

・放課後の携帯を使用することはできないか。
学校内では、スマートフォンを使わない時間や環境が確保できるとして、特に受験生などの保護者か
らも多くの賛同をいただいています。当面は校内での使用禁止のルールに変更はありません。

・各部活の部費の会計を知りたい。
生徒会予算内の部活動の割り当て金については、生徒総会の資料に掲載してあります。各部の会計報
告については、各部活動顧問から報告をするよう努めていきます。

・部活動の活動時間が長いのではないか。
すべての部において平日の学校での活動時間（完全下校内）は順守していましたが、休日の活動につ
いては公式戦や発表会に向けての取り組みが、各部活動によって違いがある為、活動時間が長くなる
部もあります。

・学校に寄せてもらった時、階段に埃がたまっていま
した。清潔感大事だと思います。

清掃活動の大切さを伝え、丁寧に清掃するよう指導します。

・暖房機器使用でも教室の窓が閉めきりだと聞きまし
た。定期的な換気をお願いします。

教室の窓は前後対角線の窓を１０ｃｍほど常時開放するように規定していますが、再度徹底します。

・電車で通学しているが、冬季は暗くなるのも早く、
防犯面の不安があるのでやむを得ず自家用車での送迎
を行っている。どこの学校でもそうではあるが、駐車
場もしくは指定の待機場所等を設けることについて、
積極的に自治体へ働きかけを行って欲しい。

学校敷地内の車の乗り入れについては、生徒の登下校の安全確保の観点から自粛いただいておりま
す。適切な場所での待ち合わせをお願いします。



意見 返答

・体育祭の時にダンスのみ観覧可能でしたが、ダンス
が終了したら観覧は終わりですと先生が仰ったにもか
かわらず、その後も残って観覧している保護者が多数
いたと子どもから聞きました。最後まで観たい気持ち
は分からないでもありませんが、きっちり徹底してい
ただきたかったです。

お声かけはさせていただきましたが、ご理解いただけなかった保護者がいらしたことは残念です。ご
協力いただけないのであれば、非公開もやむを得ないと思います。

・登下校の横断歩道にて車が待っているのをもう少し
理解して頂きたいです。少し走るなりなんなりゆっく
りゆっくり歩かれたら車が進みません。自分達だけの
道ではありません。もうひとつ、駅などでカップルが
酷いです。二人は良いのかもしれませんが不愉快にな
ります。恋愛を否定するわけじゃありませんが、周り
の目を気にしたほうが良いと思います。

横断歩道の横断については、交通マナーを含め指導します。
恋愛に関する件については、学校で指導するのは難しいくなっています。もちろん、いじめや犯罪に
つながるような場面は学校でも指導をしますが、ご家庭でもご協力をお願いします。

学食、オニギリなど設置してほしい。 昼休みにパン販売を行っています。内容についてはご意見を参考に、検討していきます。

・挨拶が少ないように感じる。 あいさつやマナーについては、引き続き保護者の方とともに連携して指導していきます。

生徒が悩みを抱えていたら直ぐに教師に相談出来る雰
囲気がない。

生徒が相談しやすい環境をつくるべく努力します。

・校則について、昔から変わらない規約が多すぎると
思います。現代に合った規則に変えていく必要がある
のではないかと思います。

来年度からは、校則については、生徒も参加してどんな意味があるのかを考え、その在り方について
議論する場を設定したいと思います。

・完全下校時間が部活でも守られるようにしてほしい
です。帰宅が心配です。

完全下校は校門立ち番等で指導しています。帰宅が遅くなるのは、学校を出たあとの行動かと思われ
るので、それも含め指導していきたいと思いますが、ご家庭でもご協力をお願いします。

教員の教え方や態度等に対するご意見

・授業の進め方について多くのご意見がありました。研究授業等を積極的に行い、教科の特性はある
ものの、できる限り統一した授業展開に心掛け、どの教師でも丁寧な指導ができるようにします。ま
た、多様性を尊重し、生徒に寄り添い多方面に配慮した指導をします。
・教員の資質につながる態度・行動等のご意見をいただきました。生徒の見本となるような行動に心
掛け、生徒と共に成長する姿勢で取り組みます。また、職員研修を重ね、指導力向上に心掛けます。

学校評価アンケートに関するご意見
・アンケートの周知や、学校の紹介を積極的に発信し、誰もが意見をしやすい工夫をします。今年か
ら簡単に回答ができる工夫をしましたが、さらに検討していきたいと考えています。




